
 

七
月
十
六
日
（
海
の

日
）
早
朝
八
時
、
ト
ン
ボ

池
周
辺
に
百
八
十
名
ほ

ど
の
人
々
が
集
ま
っ
た
。

ト
ン
ボ
池
を
守
る
会
、
下

羽
栗
地
区
町
内
会
、
道
徳

の
ま
ち
笠
松
の
関
係
者

を
中
心
に
、
国
土
交
通
省

木
曽
川
上
流
河
川
事
務
所
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
『
竹

環
境
保
全
推
進
協
議
会
竹
人
』、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

『
元
気
き
そ
が
わ
』、
下
羽
栗
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

地
元
企
業
、
一
般
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の

方
々
で
あ
る
。 

◇ 
 

◇ 
 

◇ 

ト
ン
ボ
池
の
生
息
環
境

は
年
々
悪
化
し
、
約
二
十
年

間
で
ト
ン
ボ
は
十
種
類
ほ

ど
減
少
。
県
下
最
大
の
ビ
オ
ト
ー
プ
「
ト
ン

ボ
池
」
の
環
境
を
保
全
し
よ
う
と
、
国
土
交

通
省
で
は
、
池
の
底
に
た
ま
っ
た
泥
の
撤
去
、

密
生
し
て
い
た
タ
ケ
の
伐
採
、
マ
コ
モ
や
オ

ギ
の
移
植
な
ど
を
さ
れ
、
池
の
環
境
は
改
善

さ
れ
た
。
し
か
し
、
伐
採
後
の
タ
ケ
が
再
び

生
え
始
め
、
環
境
の
悪
化
が
懸
念
さ
れ
た
。 

◇ 
 

◇ 
 

◇ 

こ
の
タ
ケ
を
伐
採
し
、
池
の
環
境
を
保
全
し

よ
う
と
道
徳
の
ま
ち
笠
松
推
進
会
議
か
ら
各

団
体
組
織
に
呼
び
か
け
た
。
集
ま
っ
た
人
々
は

草
刈
り
機
、
ナ
タ
、
ノ
コ
ギ
リ
、
剪
定
鋏
な

ど
を
手
に
、
ト
ン
ボ
池
の
西
と
東
に
分
か
れ

て
作
業
を
開
始
し
た
。
蒸
し
暑
く
汗
が
噴
き
出

す
。
足
元
も
悪
い
。
慣
れ
な
い
タ
ケ
の
伐
採
と

集
積
作
業
だ
が
、
ト
ン
ボ
の
飛
び
交
う
池
に
し

た
い
と
い
う
思
い
で
み
ん
な
が
取
り
組
ん
だ
。

九
時
に
は
作

業
を
終
え
、

互
い
の
活
動

を
た
た
え
合

え
た
。
タ
ケ
は
伐
採
さ
れ
、
ト
ン
ボ
の
生
息

に
好
ま
し
い
森
の
環
境
に
戻
っ
た
。 

 
 

◇ 
 

◇ 
 

◇ 

こ
の
取
り
組
み
の
中
で
、「
人
と
つ
な
が
る

心
」
や
「
自
ら
取
り
組
む
心
」
を
育
む
こ
と
が

で
き
た
。
ま
た
、
各
組
織
の
相
互
理
解
を
深
め
、

協
働
し
て
取
り
組
む
心
を
高
め
る
こ
と
も
で

き
た
。
参
加
し
て
く
れ
た
小
学
生
の
姿
も
う
れ

し
い
。
池
の
水
質
改
善
と
餌
と
な
る
昆
虫
の

増
加
で
ト
ン
ボ
の
種
類
も
回
復
の
兆
し
を
見

せ
て
い
る
。
皆
さ
ん
の
温
か
い
心
と
力
で
、

「
心
温
か
く
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
」
な
ま
ち
の
取

り
組
み
に
な
っ
た
こ
と
を
感
謝
し
た
い
。 
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トンボ池北側で、タケの伐採作業に 

取り組むボランティアの方  々

み
ん
な
で
守
る
自
然 

ト
ン
ボ
池
周
辺
の
タ
ケ
伐
採
！ 


